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アカデミックワーク集 

九州大学勤務時代（2019年 4月～2023年 3月）： 

 

著 書： 

1. 佐藤 武：医療からの学び－佐賀新聞「診察室から」20 年間の軌跡－。佐賀新聞社，pp.1-

175, 2018. 

2. 佐藤 武：こころアレルギー．佐賀新聞社, pp. 1-143、2019. 

3. 佐藤 武：がんと死の錯覚～私の十年間・振り返り～．佐賀新聞社, pp.1-111, 2021. 

4. 佐藤 武：人間みな人間みな違うはずですが？目からウロコ!! 違いが分かれば理解が進

む日本人と中国人．佐賀新聞社, 2022（印刷中） 

5. 佐藤 武：人間みな違うはずですが？目からウロコ!! 違いが分かれば理解が進む日本人

とコリアン．佐賀新聞社, 2023 （編集中） 

 

論文・報告書・学会報告・書評など： 

1. 丸谷俊之, 安宅勝弘, 齋藤憲司, 高山潤也, 佐藤武, 杉田義郎：大学院における休学・退

学・留年学生に関する調査ー第 15 報ー（平成 28年度集計結果）ー. CAMPUS HEALTH 

56: 300-302, 2019. 

2. 布施泰子、梶谷康介、平井伸英、苗村育郎、佐藤武：大学における休・学退学・留年学生

に関する調査 第３９報（平成２８年度分集計結果）．CAMPUS HEALTH 56: 2952019. 

3. 布施泰子、梶谷康介、平井伸英、苗村育郎、佐藤武：大学における休学・退学・留年学生

に関する調査 第 40 報（平成 29 年度調査結果）、第 57 回全国大学保健管理研究集会 

2019 年 5 月. 

4. 丸谷俊之, 中川克, 柳元伸太郎, 吉川弘明, 冨樫整, 鈴木眞理, 原田賢治, 石見拓, 馬場

久光, 岩崎泰正, 横山裕一, 佐藤武, 守山敏樹, 西尾彰泰, 山本眞由美：留学等で渡航する

学生への健康管理に関する支援の状況についての全国調査. CAMPUS HEALTH 56244-

249, 2019. 

5. 丸谷俊之, 安宅勝弘, 齋藤憲司, 高山潤也, 佐藤武：大学院における休学・退学・留年学

生に関する調査第 16 報（平成 29 年度集計結果）, 第 57 回全国大学保健管理研究集会

2019 年 10月. 

6. 丸谷俊之, 安宅勝弘, 齋藤憲司, 高山潤也, 佐藤武, 杉田義郎：大学院における休学・退

学・留年学生に関する調査?平成 28 年度結果を中心に? 大学のメンタルヘルス 3: 72-79, 

2019. 

7.  布施泰子、 梶谷康介、平井伸英、苗村育郎、佐藤武：大学における休学・退学・留年学

生に関する調査－第 39報（平成 28年度調査結果）－. 大学のメンタルヘルス 3: 59-71, 
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2019. 

8. 丸谷俊之, 安宅勝弘, 齋藤憲司, 高山潤也, 佐藤武 大学院における休学・退学・留年学生

に関する調査ー平成 29 年度結果を中心にー第 41 回全国大学メンタルヘルス学会総会

2019 年 12月. 

9. Noriko Yamamoto, Toru Maruyama, Yoshinori Masaki, Jun Nagano, Masahiro Irie, 

Kosuke Kajitani, Rikako Tsuchimoto, and Takeshi Sato: Contributions of 

anthropometrics and lifestyle to blood pressure in Japanese university students: 

Investigation by annual health screening. The Journal of Medical Investigation 67:

 174-181, 2020. 

10. 面高有作、佐藤 武、丸山 徹：ヘルスキーパーについて．International Students （海

外からの留学生）への健康管理の手引き 第１版、pp.20, 2020. 

11. 布施泰子、梶谷康介、平井伸英、苗村育郎、佐藤 武：大学における休学・退学・留年

学生に関する調査 第 41報（平成 30 年度 調査結果） 報告書, 2020. 

12. 土本利架子、梶谷康介、佐藤 武、平林直樹、永野 純、入江正洋、眞崎義憲、山本紀

子、丸山 徹：伊都診療所の利点と課題～九州大学伊都キャンパス内に新たに設置され

た診療所～. 健康科学 43: 25-31, 2021. 

13. 梶谷康介、土本利架子、佐藤 武：新型コロナウイルス感染症（COVID-19）パンデミ

ックが大学生のメンタルヘルスに及ぼす影響：文献および臨床経験からの考察．健康科

学 43:1-13, 2021. 

14. Yusaku Omodaka, Haruhi Kaku, Takeshi Sato, Toru Maruyama: The Function and 

Achievement of the Coordination Section at Kyushu University, Japan. 

INFORMATION 24: 39-46, 2021. 

15. 佐藤 武：書評：大学生活、大丈夫？～家族が読む、大学生のメンタルヘルス講座～（梶

谷康介 著）. 大学のメンタルヘルス 4：99, 2021. 

16. 佐藤 武：新型コロナウイルス感染症と大学メンタルヘルス. 大学のメンタルヘルス 4: 

3-4, 2021. 

17: 面高有作、加来春日、松田優里奈、佐藤 武、丸山 徹：新型コロナウイルス感染拡大

防止対策下で学生支援を求める来談者のプロフィールはどう変化したのか―WEB 相談

受付フォーム導入の試み―. 大学のメンタルヘルス 4: 128-133, 2021. 

18. 丸谷俊之、安宅勝弘、高山潤也、齋藤憲司、佐藤 武：大学院における休学・退学・留

年学生に関する調査－平成 29 年度集計結果を中心に－. 大学のメンタルヘルス 4: 60-

70, 2021. 

19. 布施泰子、梶谷康介、平井伸英、苗村育郎、佐藤 武：大学における休学・退学・留年

学生に関する調査－第 40 報（平成 29 年度調査結果）－. 大学のメンタルヘルス 4:  

47-59, 2021. 

20. 面高有作、加来春日、松田優里奈、佐藤 武、丸山 徹：新型コロナウイルス感染拡大
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防止対策下で学生支援を求める来談者のプロフィールはどう変化したのか－WEB 相

談受付フォーム導入の試み－．大学のメンタルヘルス 4: 128-133, 2021.  

21. Yusaku Omodaka, Haruhi Kaku, Yurina Matsuda, Takeshi Sato, Kaku Eguchi, Shinji 

Oda, Toru Maruyama: Development of a Web Consultation Reception Form Under 

the COVID-19 Pandemic: About one year achievement. INFORMARION 24: 165-

174, 2021. 

22. Shinji Oda, Satoshi Takamatsu, Hideaki Fukumori, Fumika Funatsu, Tomoko 

Matsushita, Takeshi Sato: Changes in the Student Counseling System during 

COVID-19 in a Japanese University. INFORMATION 24:175-184, 2021. 

23. 加来春日、面高有作、松田優里奈、佐藤 武、丸山 徹 新入学生のメンタルヘル状

況及び発達障害傾向と低単位との関連について. CAMPUS HEALTH 58: 234-239, 

2021. 

24. Kosuke Kajitani, Rikako Tsuchimoto, Yusaku Omodaka, Tomoko Matsushita, 

Hideaki Fukumori, Takeshi Sato, Jun Nagano: Neurodevelopmental Disorder 

Traits in Taijin-kyoufu-sho and Social Anxiety Disorder: A Cross-Sectional Study 

among University Students. Psychiatry Journal 1-9, 2021. 

25. 丸谷 俊之, 安宅 勝弘, 齋藤 憲司, 高山 潤也, 佐藤 武：大学院における休学・退学・

留年学生に関する調査－平成 29 年度調査結果を中心に－．大学のメンタルヘルス 4: 

60-70, 2022. 

26. 布施泰子、梶谷康介、平井伸英、苗村育郎、佐藤 武：大学における休学・退学・留年

学生に関する調査第 42 報（2019 年度分の集計結果から）. CAMPUS HEALTH 59: 

279, 2022. 

27. 布施泰子、梶谷康介、平井伸英、苗村育郎、佐藤 武：大学における休学・退学・留年

学生に関する調査－第 40報（平成 29 年度調査結果）－ ．大学のメンタルヘルス

（2022, in press） 

28. Yusaku Omodaka, Takeshi Sato: Subjective quality of life of college students with 

difficulties in connecting support: A study of support interventions according to the 

level of disability. INQUIRY (under review). 

29. Yusaka Omodaka, Takeshi Sato, Toru Maruyama: Impact of mental and 

developmental disorders on disability in Japanese university students: A cross-

sectional study. Journal of American College Health 26: 1-6, 2022. 

30. Noriko Yamamoto, Takeshi Sato: The Short-term Effect of Aerobics on Depressive 

Symptoms toward Healthy People. Asian Journal of Medicine and Health 20

 :9-13, 2022. 

31. Noriko Yamamoto, Takeshi Sato, Yusaku Omodaka, Hisae Matsuo, Suguru 

Hasuzawa, Masahide Koda, Niwako Yamawaki: The Differences in Attitude 
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Toward Mental Health Services between Japanese and American College Students. 

Asian Social Sciences 18:23-28, 2022. 

32. Noriko Yamamoto, Nana Ito, Shin-ichi Inoue, Takeshi Sato: Effects of Short-term and 

Long-term Aerobic Exercise on Serum Aldosterone in Japanese Workers. 

INFORMATION 25: 155-172, 2022. 

33. Takeshi Sato, Noriko Yamamoto, Yusaku Omodaka: The Effectiveness of Kampo 

Medication Treatment from the perspective of the relationship between Emotion 

and Respiration. INFORMATION 25: 51-65, 2022. 

34. Shinji Oda, Yusaku Omodaka, Takeshi Sato: Depressive state, interpersonal 

relationships, and parental influence among students in Japanese universities. 

Japanese Journal of College Mental Health 24: 165-174, 2022. 

35. Takeshi Sato, Noriko Yamamoto, Yusaku Omodaka, Hisae Matsuo: Development of 

College Mental Health Questionnaire for Psychological Screening at the Entrance 

of College. INFORMATION 25:85-103, 2022. 

36. Noriko Yamamoto, Takeshi Sato: Illness behavior: pain clinic patients vs. psychiatry 

clinic patients. Asian Journal of Medicine and Health 20: 120-124, 2022. 

37. 緒方敦子、面高有作、松田優里奈、松尾寿栄、佐藤 武、丸山 徹 コロナ禍の学生支

援における利用者動向－Web 相談受付フォーム導入後１年経過時の報告－ . 

CAMPUS HEALTH 59:63-69, 2022. 

38. Tomoko Takegishi, Noriko Yamamoto, Naoki Hirabayashi, Suguru Hasuzawa, 

Masahide Koda, Zhengguo Huang, Na Li, Hisae Matsuo, Takeshi Sato: Comparison 

of Illness behavior between Japanese and Chinese patients with somatoform 

disorders. Asian Journal of Medicine and Health 20: 81-86, 2022. 

39. 竹岸智子、佐藤 武：看護師の経験年数及び職場環境の違いとレジリエンスの関係性．

健康科学（印刷中, 2023） 

40. 丸谷俊之、安宅勝弘、齋藤憲司、高山潤也、佐藤 武：COVID-19 パンデミック下の大

学院学生休退学調査(2020 年度)・留学生への影響について．CAMPUS HEALTH （投

稿中） 

 

新聞などの掲載： 

佐藤 武：＝診察室から＝ 治療に大切な信頼関係 日々の臨床でつくり上げる． 

佐賀新聞 2019-04-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 情報氾濫で信頼と感謝を喪失か 現代医療の盲点．佐賀新聞

2019-05-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 難しい人間関係 こころアレルギーと命名．佐賀新聞 2019-06-

01 
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佐藤 武：＝診察室から＝ 好かれる医療者と嫌われる医療者の違い 元気づける褒め言

葉が大切．佐賀新聞 2019-07-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 産業医の涙 これからの働き方改革に期待して．佐賀新聞

2019-08-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ ストレスホルモン 人間関係の調節で対策を．佐賀新聞 2019-

09-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ なぜ復職は難しいのか メンタルヘルス不調者の現実．佐賀新

聞 2019-10-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 現場の壮絶さに涙した体験 現場を知らない産業医． 

佐賀新聞 2019-12-01 

佐藤 武：＝診察室から＝九州大の敷地内禁煙 少しずつ普及、地道に継続を．  

佐賀新聞 2020-01-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 新型コロナウイルス感染症の報道 情報過多が不安につなが

る恐れも．佐賀新聞 2020-02-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 新型コロナウイルス肺炎の予防 免疫力低下させないように． 

佐賀新聞 2020-04-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 新型コロナウイルス感染症から学んだこと ① 新しい時代

の到来に適応．佐賀新聞 2020-05-01 

佐藤 武：＝診察室から＝新型コロナウイルス感染症から学んだこと ②「３蜜」を控える

文化はつらい．佐賀新聞 2020-06-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 新型コロナウイルス感染症から学んだこと ③ 働き方と学

習法の改革．佐賀新聞 2020-07-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 新型コロナウイルス感染症から学んだこと ④ 悲観からは

何も生まれない．2020-08-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 新型コロナウイルス感染症から学んだこと ⑤ 感染者は腸

内善玉菌が不足？佐賀新聞 2020-09-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 新型コロナウイルス感染症から学んだこと ⑥ 備えあれば

憂いなし．佐賀新聞 2020-10-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 新型コロナウイルス感染症から学んだこと ⑦ 自然免疫機

能を高める工夫とは？佐賀新聞 2020-11-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 新型コロナウイルス感染症から学んだこと ⑧ 活性炭素と

ウイルス感染との関係．佐賀新聞 2020-12-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 新型コロナウイルス感染症から学んだこと ⑨ ワクチンの

期待と限界．佐賀新聞 2021-01-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 新型コロナウイルス感染症から学んだこと ⑩ 太陽光浴び、

うつ防止を．佐賀新聞 2021-03-01 
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佐藤 武：＝診察室から＝ 新型コロナウイルス感染症から学んだこと ⑪ 長期の不安

緊張が抑うつに．佐賀新聞 2021-04-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 新型コロナウイルス感染症から学んだこと ⑫ マスクの効

用と副作用．佐賀新聞 2021-05-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 新型コロナウイルス感染症から学んだこと ⑬ ファイザー

製ワクチン接種の体験談．佐賀新聞 2021-07-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 新型コロナウイルス感染症から学んだこと ⑭ 講義のスタ

イルの変化と問題点．佐賀新聞 2021-08-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 新型コロナウイルス感染症から学んだこと ⑮ パスツール 

VS ベシャン．佐賀新聞 2021-09-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 新型コロナウイルス感染症から学んだこと ⑯ 「アラ探し」

と「タカラ探し」．佐賀新聞 2021-10-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 新型コロナウイルス感染症から学んだこと ⑰ 「受診控え」

問題 安心して来院を．佐賀新聞 2021-11-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 新型コロナウイルス感染症から学んだこと ⑱ 健康維持へ 

定期的な健診を．佐賀新聞 2021-12-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 新型コロナウイルス感染症から学んだこと ⑲ ３回目のワ

クチンを受けるか受けないか．佐賀新聞 2022-01-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 新型コロナウイルス感染症から学んだこと ⑳ つらかった

３回目ワクチン接種．佐賀新聞 2022-02-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 新型コロナウイルス感染症から学んだこと ㉑ コロナ禍で

生じる人間関係の問題点．佐賀新聞 2022-03-01 

佐藤 武：＝診察室から＝ 新型コロナウイルス感染症から学んだこと ㉒ コロナ VS 

戦争．佐賀新聞 2022-04-01 

佐藤 武：＝診察室から＝新型コロナウイルス感染症から学んだこと㉓ 「収束」と「終息」

どうなるとコロナは終わりますか？佐賀新聞 2022-05-01 

佐藤 武：＝診察室から＝新型コロナウイルス感染症から学んだこと㉔ 「子どもへの影響」

と「コロナ後遺症」．佐賀新聞 2022-06-01 

佐藤 武：＝診察室から＝新型コロナウイルス感染症から学んだこと㉕ 4 回目のワクチン

を受けた方がよいですかー現代の医師・患者関係－．佐賀新聞 2022-07-01 

佐藤 武：＝診察室から＝新型コロナウイルス感染症から学んだこと㉖ 新型コロナ感染

症に罹患した学生の体験談ー発熱と頑固な咳ー．佐賀新聞 2022-08-01 

佐藤 武：＝診察室から＝新型コロナウイルス感染症から学んだこと㉗ マスクとワクチ

ンで予防できるのかー基本的な生活習慣を大切にー．佐賀新聞 2022-09-01 

佐藤 武：＝診察室から＝新型コロナウイルス感染症から学んだこと㉘ 新型コロナはイ

ンフルエンザ並みになるのか？佐賀新聞 2022-10-01 
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佐藤 武：＝診察室から＝新型コロナウイルス感染症から学んだこと㉙ 若者たちのコミ

ュニケーションが失われると？佐賀新聞 2022-12-01 

佐藤 武：＝診察室から＝新型コロナウイルス感染症から学んだこと㉚ 人類の進化はウ

イルスとの共存・共生にあり 佐賀新聞 2023-1-14 

 

 

佐賀医科大学および佐賀大学勤務時代（1984 年 4 月～2019 年 3 月）： 

〔original article〕 

1. Nakamura S, Sonezaki S, Hayashida Y, Sato T: The effect of pottery therapy on 

heart variability in college students with mental health problems. Journal of 

Mental Disorders and Treatment 3(2):1-5, 2017 (DOI. 10.4172/2471-271X.1000151 

(peer review [+]) 

2. Nagamatsu M, Hamada Y, Sato T: Adolescent health and development, public health 

response and the program in Japan. International handbook on adolescent health 

and development. Springer Publishing Company: New York, pp.45-67, 2016. (peer 

review [+]) 

3. Yasuko Fuse-Nagase, Jun Miura, Ikuro Namura, Takeshi Sato, Katsuhiro Yasumi, 

Toshiyuki, Marutani, Yoshiro: Decline in the severity or the incidence of 

schizophrenia in Japan: A survey of university students. Asian J Psychiatry 24: 

120-123, 2016. (peer review [+]) 

4. Hamada Y, Nagamatsu M, Sato T: Factors influencing maternal acceptance of 

human papillomavirus vaccination for their school-aged daughters in Fukuoka 

Prefecture, Japan. Br J Med Med Res 7(5): 341-354, 2015. (peer review [+]) 
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題. 精神科治療学 1990; 5: 497-504. 

94. 武市昌士, 佐藤 武. 警告うつ病と悪性腫瘍の診断上の問題点. 医学のあゆみ 1989; 

150: 477. 

95. 武市昌士, 佐藤 武. 精神科入院患者のもつ身体疾患・その発生頻度と対応をめぐっ

て. 医学のあゆみ 1988; 151: 599. 

96. 武市昌士, 佐藤 武. 患者のコンサルテーション・リエゾン精神医学. 九州神経精神

医学 1989; 35: 203-219. 

97. 武市昌士, 佐藤 武. 内科領域における抗不安薬の投与. 医学のあゆみ 1988; 147, 

899. 

 

〔書評・その他〕 

1. 佐藤 武、中村志織：書評「野島一彦（編）公認心理師の職責、東京：遠見書房、

2018年」こころの健康 33(1):53-55, 2018. 

2. 佐藤 武. 一般演題Ⅱ①「QOL」を終えて．JPOS Newsletter 2004; 38:5. 
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3. 佐藤 武. 第 15回日本総合病院精神医学会印象記．JPOS Newsletter 2003, p.34. 

4. 佐藤 武. 第 16回日本サイコオンコロジ－学会 一般演題Ⅲを終えて．JPOS 

Newsletter 2003, p.34. 

5. 佐藤 武. 「第１２回世界精神医学会横浜大会に参加して－コンサルテーション・リ

エゾン精神医学を中心として－」．JPOS News Letter 2002; 31:8. 

6. 佐藤 武. 書評「保坂 隆著：がんとこころ．テンタクル, 2001」総合病院医学

2002; 10:423. 

7. 佐藤 武. サイコオンコロジーにおける INTERMEDの適用．JPOS News Letter 

2002; 29:5. 

8. 保坂 隆，佐藤 武. 学会の印象「第９７回日本精神神経学会」．精神療法. 2001; 

27(5):559. 

9. 佐藤 武. 書評: 町田いずみ, 保坂 隆(著), 医療コミュニケーション入門. 東京: 星

和書店, 2001, p.12:75. 

10. 佐藤 武. 常任世話人のご挨拶．JPOS News Letter 2001; 26:4.  

11. 佐藤 武. First Annual Scientific Meeting of European Association for 

Consultation-Liaison Psychiatry and Psychosomatics (EACLPP) に参加して. 総

合病院精神医学 2001; 13:201-202.   

12. 佐藤 武. Royal Marsden Hospital 訪問・EACLPPに参加して．JPOS News 

Letter 2001; 27:11. 

13. 佐藤 武. パネルディスカッション４「リエゾン」を終えて. JPOS News Letter 

2000; 22: 8. 

14. 佐藤 武：書評「スポーツ精神医学」．総合病院精神医学 2009; 21:385. 

15. 吉住 昭, 瀬戸秀文, 松島道人, 佐藤 武, 松永昌宏, 上村敬一, 中根秀文, 藤林武史. 

Psychiatric Service 掲載論文紹介第 14 回. 病院・地域精神医学 1999; 42: 114－

117. 

16. 吉住 昭, 瀬戸秀文, 松島道人, 佐藤 武, 松永昌宏, 上村敬一, 中根秀文, 藤林武史. 

Psychiatric Service 掲載論文紹介第 15 回. 病院・地域精神医学 1999; 42: 215－

218. 

17. 佐藤 武. 書評「Energy Psychology-Explorations at the interface of energy, 

cognition, behavior, and health-」Fred P. Gallo (著). 総合病院精神医学.1999; 11: 

196. 

18. 佐藤 武. 書評,先端医学とリエゾン精神医学.松下正明(監),福西勇夫(編), 総合病院精

神医学. 東京: 金原出版, 1999; 11: 197. 

19. 佐藤 武. 書評「リエゾン一般医のための精神医学」. 診断と治療 1999; 87:238. 



47 

 

20. 佐藤 武. Psycho-oncologyにおける Illness Behavior の重要性. JPOS News Letter 

1988; 14: 10. 

21. 吉住昭, 瀬戸秀文, 松島道人, 佐藤 武, 松永昌宏, 上村敬一, 藤林武史. Psychiatric 

Service 掲載論文紹介第 11 回. 病院・地域精神医学 1997; 41: 329-332. 

22. 佐藤 武. 書評「リハビリテーション医療心理学キーワード」(才藤栄一，渡辺俊

之，保坂 隆編). 総合病院精神医学 1996; 8: 82. 

23. 吉住昭, 瀬戸秀文, 松島道人, 佐藤 武, 松永昌宏, 上村敬一, 藤林武史. Psychiatric 

Service, 掲載論文紹介第７回. 病院・地域精神医学 1996; 40: 164-171. 

 

（学術講演） 

1. Sato T. (invited lecture) Psychological Allergy. 世界中医約学会連合会：2013年神志

病学術年会・専家講座. Aug 23-26, 2013. (held in Harbin, China, in Chinese) 

2. Sato T. (invited lecture) The effect of aerobic exercise on physical and mental 

health. 元培科学技術大學．Nov 4, 2010. (held in Tiwan, in English) 

3. Sato T. (invited lecture) How to recover from depression without antidepressant. 

台北医科大学. Nov 4, 2010. (held in Taiwan, in English) 

4. Sato T, Guo Wei, Itoh N, Iwamoto R. Short-term effects of aerobic exercise 

program on depressive symptoms among Japanese healthy subjects. The 14th 

Pacific Rim College of Psychiatrists Scientific Meeting. Oct 28-30, 2010. (Brisbane 

in Australia) 

5. Guo W, Piao LH, Itou N, Sato T. Preventive Effects of Metabolic Syndrome by 

Aerobics Exercise. The 5th International Conference of Information. Nov 6-9, 

2009. (in Kyoto, Japan)  

6. 佐藤 武. 日本抑郁症的現状与存在問題．中国長春中医薬大学附属医院．April 30, 

2009. (長春, 中国吉林省) (held in China, in Chinese) 

7. Sato T. Some differences of interpersonal relations between Westerners, Chinese, 

Koreans and Japanese from my experiences. Wellington School of Medicine & 

Health Sciences, Wellington School of Medicine, University of Otago, New 

Zealand, Oct 10, 2007.(held in New Zealand) 

8. Sato T. An Internet-based Evaluation System for a Psychiatry Residency 

Program． 12nd Scientific Meeting of the Pacific Rim College of Psychiatrists. Oct 

5-7, 2006. (held in Taipei) 
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9. Sato T, Takefu M: (symposium) Relationship between emotion and respiration 

using fractal dimension and psychometoric testing: The perspective from 

comtemporary and traditional Chinese medicine. The 3rd International 

Conference of Information. Nov 29- Dec 2, 2004. (held in Tokyo, Japan) 

10. Kido K, Sato T. Brugada type electrocardiographic change in young healthy 

population: its prevalence and time course. The 67th Annual Scientific Meeting of 

the Japanese Circulation Society. March 28-30, 2003. (held in Fukuoka, Japan) 

11. Sato T, Kishi Y, Machida I, Hosaka T. (symposium) Strategies to promote 

education in psychiatry for every rotating resident: The views of the Japanese 

Society of Family Physicians and General Hospital Psychiatry. The 40th Academy 

of Psychosomatic Medicine, November 21-24, 2002. (held in Tucson, Arizona, USA) 

12. Sato T, Aoki T, Hosaka T. (symposium) Role of CL psychiatry and INTERMED 

toward shortening of length of stay. XII World Congress of Psychiatry. Aug 24-29, 

2002. (held inYokohama, Japan) 

13. Hosaka T, Sato T. A group intervention for Japanese breast cancer patients. 

Annual Scientific Meeting of EACLP. Sep 20-22, 2001. (Leiden in Netherlands) 

14. Sato T. A riddle on the tongue color – What is the color of Chi? The 11th 

International Congress of Oriental Medicine. Sep 11-13, 2001. (Soul in Korea)(in 

English) 

15. Sato T, Jiang N, Hosaka T, Totoki T. Illness behaviour: a comparison of chronic 

pain patients in pain clinics and somatoform disorder patients in a psychiatric 

clinic. Annual Scientific Meeting of EACLPP. Sep 20-22, 2001. (Leiden in 

Netherlands) 

16. Sato T. Psychiatry in complex systems – The mechanism for thought disorder from 

the chaos theory. First Japan International Conference on Early Intervention and 

Prevention in Psychiatric Disorders. June 22-23, 2001.(held in Okinawa) 

17. Sato T. (workshop) Illness behavior associated with somatoform disorders referred 

from primary care physicians. 11th World Congress of Psychiatry. Aug 25-26, 1999. 

(held in Germany) 

18. Takeichi M, Sato T. Studies on the relationship between emotion, respiration, and 

illness: The development of a computerized emotion-respiration autoanalyzer, and 

its clinical application. 11th World Congress of Psychiatry. Aug 25-26, 1999. (held 

in Germany) 
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19. Takeichi M, Sato T. Exploitation of oriental psychosomatic medicine in psychiatric 

consultation-liaison service- Proposal of anxiety-affinity constitution and its 

diagnosis and treatment. The 13th Tokyo Institute of Psychiatry International 

Symposium. Sep 29-30, 1998. 

20. Hosaka T, Sato T. (symposium) Approaches to the treatment of somatoform 

disorder in different settings: Liaison psychiatry. Keio University International 

Symposium 1998 Rethinking Somatoform Disorders. Feb 25, 1998. 

21. Sato T, Takeichi M. (symosium) Can psychiatry talk to medicine? General Hospital 

Psychiatry in the 21st. Century. Psychiatric consultation in primary care setting in 

Japan: Direction for future research. 10th World Congress of Psychiatry. Aug, 1996 

(held in Spain) 

22. Hara T, Sato T, Takeichi M. Quantitative analysis of eye movements in senile 

dementia of Alzheimer type: An application of fractal dimension. The 7th Scientific 

Meeting of the Pacific Rim College of Psychiatrists. Oct 24, 1995. 

23. Sato T, Hara T, Takeichi M. Quantitative analysis of two-dimensional eye 

movements with closed eyes: An application of fractal dimension. The 7th Scientific 

Meeting of the Pacific Rim College of Psychiatrists. Oct 24, 1995.  

24. Takeichi M, Sato T. Development and validity of Japanese version of Diagnostic 

Interview Schedule Screening Interview (DISSI) toward diagnosing medical 

students and psychiatric inpatients. The 7th Scientific Meeting of the Pacific Rim 

College of Psychiatrists. Oct 24, 1995.  

 

（特 許） 

武市昌士，佐藤 武，竹生政資．特性不安レベル評価装置及びその方法．公開特許公報

（Ａ）（特開２００１－２９９７０２（Ｐ２００１－２９９７０２Ａ）），日本国特許庁

（ＪＰ），平成１３年１０月３０日（２００１．１０．３０）． 

(http://www.patentjp.com/13/D/D102258/DA10001.html) 

（受賞歴） 

2002 年 10 月 20 日 臨床精神薬理誌〔新規向精神薬による治療〕優秀論文授賞

（milnaciplan に関する共同研究） 
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2003 年３月１日 第 11 回日本総合診療医学会・日野原賞（うつ病に関する共同研究） 

2011 年度「財団法人博慈会老人病研究所平成 23 年度奨励論文」受賞 

2017 年 12 月 16 日 第２回 佐賀さいこう表彰（協働部門）（佐賀県） 

2018 年 11 月 26 日 公益財団法人 社会貢献支援財団賞（東京、帝国ホテル）  

        

（学会開催） 

1 佐藤 武（当番大学）：平成 17 年度九州地区大学メンタルヘルス研究協議会．佐賀大

学（主催：独立行政法人日本学生支援機構，協力：文部科学省），グランデはがく

れ，平成 17 年 10 月 17 日～18． 

2 佐藤 武（協力大学）：平成 20 年度（第 30 回）学生支援合同フォーラム 全国大学

メンタルヘルス研究会（主催：独立行政法人日本学生支援機構，協力：文部科学

省），東京国際交流館プラザ平成，平成 21 年 1 月 20 日～21 日， 

3 佐藤 武（当番大学）：平成 22 年度（第 40 回）九州地区大学保健管理研究協議会

（主催：全国大学保健管理協会九州地方部会），グランデはがくれ，平成 22 年 8 月

18 日～20 日 

4 佐藤 武（大会長）：第 27 回日本精神衛生学会大会，佐賀大学医学部，佐賀，平成 23

年 12 月 9 日～11 日． 

5 佐藤 武（当番大学）平成 29 年度 一般社団法人国立大学保健管理施設協議会総会

（当番校 佐賀大学）、沖縄県市町村自治会館、平成 29 年 12 月１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


